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コグトレ®：認知機能強化トレーニング 

 

要旨： 文部科学省（2022）「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とす

る児童生徒に関する調査結果」によると、学習面又は行動面で困難を示すと

された小・中学校の児童・生徒の割合は増加傾向にあり、インクルーシブ教

育システム構築において通常の学級が果たすべき役割や機能の重要性が伺

える。そこで、通常の学級における学級全体への支援の効果と活用の可能性

を明らかにすることを本研究の目的とした。先行研究の検討を通して、通常

の学級における支援の機能に関する研究の動向を整理するとともに、都内公

立小学校第１学年の実践を基に、児童へのアンケート調査と教員へのインタ

ビュー調査を実施した。その結果、支援を通した児童理解や効果的な補充指

導が行われたことや、日常的・継続的な支援が有効であることなどの回答が

得られ、通常の学級で学級全体への支援を行うことは、様々なニーズをもつ

児童生徒の早期発見と困難の緩和を可能とすることが示唆された。 
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インクルーシブ教育システム構築に向けた学級全体への支援の効果 

及びその活用に関する研究 

 中里 奈穂 

1 問題の所在と目的 

 10 年ぶりの実施となった文部科学省（2022 年 12 月公表）「通常の学級に在籍する特別な教育的支援

を必要とする児童・生徒に関する調査結果」によると、学習面又は行動面で著しい困難を示すとされた

小・中学校の児童・生徒の割合は 8.8％(推定値)で、前回の調査結果 6.5％(推定値)を上回った。特別支

援教育に関する理解や認識が高まる中、これに該当する子供以外にも、通常の学級には、特別な教育的

支援を必要とする子供がいる可能性が指摘されている。東京都教育委員会「特別支援教室の運営ガイド

ライン」では、初めて特別支援教室の退室に向けた考え方（退室の目安）が示され、「特別支援教室の指

導を終了することは、児童生徒が必要とする特別な教育的支援が一切なくなるということではなく、在

籍学級における支援へと移行することである。」と述べられている。しかし、学校現場では、「支援の移

行」に対して不安や困難さを訴える声も聞かれる。そこで、先行研究では、現在の特別支援教育を巡る

状況と、論文や各自治体の取り組みから「発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童・

生徒を含めた学級全体への支援」について整理する。それら先行研究を踏まえ、東京都公立小学校での

実践について検討し、学級全体への支援の効果及びその活用を明らかにすることが本研究の目的である。 

2 研究の方法 

(ア)先行研究 

①日本の義務教育段階の多様な学びの場の連続性と、東京都の特別支援教室並びに東京都教育委員会

（2021）「特別支援教室の運営ガイドライン」で示した支援レベルについて取り上げ、現在の特別支援教

育を巡る状況を整理した。 

②インクルーシブ教育システム構築における通常の学級の役割や機能に関する研究の動向を明らかに

するため、文献調査と文部科学省発達障害早期支援研究事業の調査を行った。 

(イ)東京都公立小学校での実践についての調査 

学級全体の支援として、第１学年各学級（３学級）で「多層指導モデル MIM」と「コグトレ®：認知機

能強化トレーニング」に取り組んだ。結果の数値の変化、児童へのアンケート調査、教員へのインタビ

ュー調査を元に、支援の効果と活用について検討した。 

3 結果と考察 

 (ア)先行研究 

①特別支援教育へのニーズの高まりを受け、通常の学級の担任が、在籍する児童生徒一人一人の読み書

きの特性をはじめとする多様な子供一人一人の特性について把握し、指導方法の工夫等により、通常学

級の中で児童生徒が抱えている困難さへの対応をしていくことが求められていることが分かった。通常

の学級の役割や機能がより増していることが伺える。 

②文献調査から、学級全体に関わる支援について述べている文献は 41 件抽出された。また、文献調査

で抽出された支援（表１）と同じものが、文部科学省発達障害早期支援研究事業の各受託機関の成果報

告書からも抽出された。また、新たに抽出された支援もあった（表２）。特別支援教室で行われている支

援を通常の学級でも行い、その効果や有用性を検証する実践が見られた。また、抽出された多くの支援

が、多層指導の形態を取っていることも分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 文献調査から抽出された学級全体への支援 
表 2 文部科学省発達障害早期支援研究事業の調査から 

抽出された学級全体への支援 
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表 3 担任教師の回答（抜粋）：MIM 

表 4 担任教師の回答（抜粋）：コグトレ® 

(イ)東京都公立小学校での実践についての調査 

①「多層指導モデル MIM」についての結果と考察（検討Ⅰ） 

 約 94％の児童が、12月時点でのスコアが増加しており、アセスメント MIM-PMの正解率が大幅に上昇

した児童が多かったことが分かる。また、児童のアンケート調査からは、多層指導モデル MIMの学習課

題が易しいと感じる児童は 1/3弱にとどまったことが分かった。教師へのインタビュー調査（半構造化

面接法）からは、表 1のような回答が得られた。 

 

 
②「コグトレ®：認知機能強化トレーニング」についての結果と考察（検討Ⅱ） 

児童アンケート調査を見ると、『「覚える」は簡単だった。』、『「数える」は難しかった。』等、児童それ

ぞれに得意なものと不得意なものとがあることが分かった。また、教師へのインタビュー調査（半構造

化面接法）からは、表 2のような回答が得られた。 

 

 

4 研究の成果と課題 

学級全体への支援は、東京都教育委員会「特別支援教室の運営ガイドライン」で示された支援レベル

１～３のどの段階の児童にも、ある一定の効果が見られることが分かった。学級全体で取り組むことで、

児童一人一人のアセスメントとして活用することができ、教員は児童理解を深めることができるととも

に、その児童に適した指導の在り方を考える手掛かりとすることができる。通常の学級で学級全体への

支援を行うことは、多様な学びの場の連続性の保証につながり、様々なニーズをもつ児童生徒の早期発

見と困難の緩和を可能とすることが示唆された。しかし、1 校・1 学年の実践についての調査であるた

め、他校・他学年についても検証していくことが求められる。また、教育課程上でどのように扱うのか、

カリキュラム・マネジメントの視点から考察し、学校での指導体制の構築についてさらに検討していく

必要がある。 


